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万が一の火災に備えて
　町消防団の第3分団（田野倉・仙納・莇平）で

火災発生を想定した演習が行われました。北山小
学校を中心に行われた演習に田野倉部落の婦人消
防協力隊も参加し．あってはならない火災に備え．
ホースを握る手にも力が入っていました。

ぺ一ジ 瀟　　霧　　礪　　冨　　　　　鱒　　鍵

2～5 町おこしへ第一歩　世田谷区と交流へ

6－7藷難．徽歌、欝

8～9　松代町の野鳥

10引羅轟灘の秘綴麟購箋i還縫．
12　松代町が厚生大臣賞受賞

14『、

《人ロの動き》　男2，692（一9）

10月末現在　　出生1　死亡5

女2，725（一7）計5，417（一16）

転入6　転出18

世帯数1，567（一4）
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町おこしへ第一歩

ジ
ュ
ニ
羅
魏
ー
欝
1
が

　
　
　
　
　
　
雑
厩
鎌
識
穆
に
参
加

　
昭
和
六
十
一
年
、
東
京
・
世
田

に
行
わ
れ
る
「
雑
居
ま
つ
り
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ぜ

谷
区
の
羽
根
木
公
園
で
毎
年
十
月

松
代
町
か
ら
初
め
て
「
松
代
町
ジ

　
　
ぎ

｝
，
萎
籔

ユ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ
」
と

い
う
名
前
で
、
中
・
高
校
生
の
リ

ー
ダ
ー
育
成
講
座
の
受
講
生
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
町▲子供たちが作った“あんぽ”はなかなかの人気

▼アケビや栗をなつかしそうに見るお客さん
青
少
年
育
成
町
民
会
議
と
町
教
委

の
事
業
の
一
つ
で
、
町
の
青
少
年
．

が
非
行
に
走
ら
ず
、
健
全
に
育
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
の
も
と
に

活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
主

な
活
動
は
、
リ
ー
ダ
ー
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
（
六
月
か
ら
月
二
回
、
土
曜

の
午
後
）
、
小
学
生
の
キ
ャ
ン
プ

の
指
導
を
す
る
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
食
糧
を
自
力
調
達
す
る

サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
活
動
に
最
後
ま
で
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
だ
け
が
参
加
で

．

爾
輪
．

き
る
「
雑
居
ま
つ
り
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
「
雑
居
ま
つ
り
」
参
加

は
、
た
だ
、
東
京
見
物
を
す
る
だ

け
で
な
く
、
松
代
に
あ
る
も
の
、

自
分
た
ち
で
作
っ
た
も
の
な
ど
を

東
京
に
持
っ
て
行
き
、
東
京
の
人

た
ち
に
買
っ
て
も
ら
い
、
そ
う
し

、
た
行
動
を
と
お
し
て
少
年
時
代
に

松
代
と
都
会
の
相
違
点
を
肌
で
感

じ
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
子
供
た
ち
の
「
雑
居
ま
つ

り
」
参
加
が
世
田
谷
区
と
の
交
流

へ
の
貴
重
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
、
、
・
繋
塾
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役
場
職
員
愚
松
、
備
町
を
P
R

　
翌
年
の
昭
和
六
十
二
年
か
ら
役

場
職
員
も
こ
の
「
雑
居
ま
つ
り
」

に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
総
合
計
画
推
進
幹
事
会
A
グ
ル

ー
プ
（
当
時
）
は
、
松
代
町
の
P

R
と
都
会
と
の
交
流
を
目
的
に
、

山
芋
、
あ
け
び
、
ク
ル
ミ
、
そ
う

め
ん
か
ぼ
ち
ゃ
、
ぜ
ん
ま
い
な
ど

松
代
で
採
れ
る
自
然
の
食
べ
物
と

そ
ば
、
け
ん
ち
ん
汁
、
花
ひ
さ
ご

な
ど
の
特
産
品
を
車
に
積
み
込
み

羽
根
木
公
園
へ
。
品
物
を
売
る
こ

と
な
ど
初
め
て
な
が
ら
も
、
都
会

の
雰
囲
気
や
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人

々
の
好
み
な
ど
に
直
接
触
れ
、
松

代
に
い
て
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
は
、
地
域
交
流
部
会

と
名
前
を
変
え
て
こ
の
祭
り
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
が
、
松
代
で
採

れ
る
自
然
の
食
べ
物
の
他
に
、

「
こ
ん
な
物
が
良
く
…
…
」
と
思

わ
れ
る
ガ
マ
の
穂
、
ス
ス
キ
、
稲

穂
な
ど
を
結
構
喜
ん
で
買
っ
て
行

っ
て
く
れ
る
人
が
多
い
の
に
は
驚

き
で
す
。

人
気
が
あ
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
で

　
　
　
　
　
の
説
明
を
菊
地
地
域
▼

振
興
課
長
さ
ん
（
左
か
ら
二
人
目
）

右
端
は
平
山
区
議
会
議
員

「
ボ
ロ
市
」
　
魂
羅
瀦

「
ふ
る
さ
と
区
民
塞
叢
纏
繕
欝
朋
）

　
都
会
と
の
交
流
で
、
町
の
P
R

と
町
お
こ
し
が
で
き
れ
ば
、
と
の

願
い
が
今
回
の
上
京
で
大
き
く
前

進
し
ま
し
た
．

　
世
田
谷
区
に
西
潟
徳
治
さ
ん
（
福

島
出
身
）
と
い
う
方
が
住
ん
で
い

ら
れ
ま
す
。
こ
の
方
は
事
業
で
大

変
成
功
さ
れ
た
方
で
、
地
元
の
区

会
議
員
さ
ん
と
も
非
常
に
懇
意
な

間
柄
。
西
潟
さ
ん
か
ら
区
会
議
員

さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
区

　
　
　
　
　
　
へ
参
加

会
議
員
さ
ん
の
案
内
で
世
田
谷
区

役
所
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
区
役
所
で
は

助
役
さ
ん
は
じ
め
地
域
振
興
課
長

他
要
職
に
あ
る
職
員
が
関
谷
総
務

課
長
、
室
岡
農
協
金
融
課
長
、
役

場
地
域
交
流
部
会
員
ら
を
温
か
く

迎
え
て
い
た
だ
き
、
当
面
、
世
田

谷
区
の
代
表
的
な
祭
り
で
も
あ
る

「
ボ
ロ
市
」
と
「
区
民
ま
つ
り
」

に
松
代
町
も
仲
間
に
、
と
い
う
お

願
い
を
快
く
受
け
入
れ
て
も
ら
う

な
ど
成
果
は
上
々
。

　
現
在
、
世
田
谷
区
で
は
カ
ナ
ダ

の
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
市
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
ウ
ィ
ー
ン
市
ド
ゥ
ブ
リ
．
ン
グ

区
な
ど
と
姉
妹
都
市
を
結
ん
で
い

る
他
、
国
内
で
．
は
身
近
な
所
で
群

馬
県
川
場
村
に
「
区
民
健
康
村
」

を
開
村
す
る
な
ど
、
国
内
外
に
広

い
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
七
年
に
北
越
北
線
が
完
成

し
、
ス
ー
パ
ー
特
急
が
走
る
よ
う

に
な
れ
ば
「
世
田
谷
区
の
田
舎
」

と
し
て
松
代
町
と
世
田
谷
区
の
交

流
に
大
き
な
期
待
が
持
て
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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●世田谷区の人ロ （単位＝人）

世帯数 355，454

人　口
　　　781’131

（男389，557女391，574）

人口密度（1㎞2あたり） 13，282

外国人登録人口
　　　　9，493

（男4，975　女4，518）

●面積

（昭和64年1月1日現在）

世田谷区の花「さぎそう」

ラン科の多年生草木で、花

の形が、翼を広げた白鷺を

形どったような優雅な花で

す。奥沢鷺の谷にはこの花

にまつわる哀しい伝説が残

されています。

世田谷区の樹「けやき」

幹が太く、まっすぐな大木

に成長するけやきは、区内

各所で見られます。そびえ

る大木に繁茂する枝ぶりは

自然の恵みである緑の象徴

を見る思いです。

一
U
知
識

セ

東　京　都 2166．26km2

東京23区 601．8km2

世田谷区 58．81km2

（昭和63年1月1日現在）

世田谷区の鳥「おなが」

関東平野で多く見られる鳥

ですが、人家近くの疎林に

小群をなして住んでいます。

長い尾が特徴的で木立の間

を飛び回る様はひときわ目

を引きます。

区
内
の
年
中
行
事
は
、
月
ご
と

　
①
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
②

情
報
化
社
会
と
国
際
化
時
代
へ
の

対
応
、
③
緑
豊
か
な
快
適
環
境
の

創
出
、
④
安
全
で
快
適
な
都
市
基

盤
の
整
備
、
を
主
要
課
題
と
し
て

提
案
し
て
い
ま
す
。

　
人
口
は
七
十
八
万
一
一
三
一
人
。

世
帯
数
が
三
十
五
万
五
四
五
四
世

帯
（
昭
和
六
十
四
年
一
月
一
日
）

で
、
と
も
に
東
京
都
二
十
三
区
中

の
第
一
位
で
す
．

　
世
田
谷
区
は
都
心
に
近
い
う
え
、

交
通
の
便
の
良
い
良
好
な
住
宅
地

と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
大
正
の

初
め
か
ら
急
激
な
勢
い
で
人
口
が

増
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、

全
域
に
市
街
化
が
進
み
、
増
加
率

は
純
化
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

あ
れ
こ
れ



””1””II”II5”lli”1”lllllこうほう・まつだい（元．ll月号）””1”lll”ll””ll””1”1”III”lll”1”1””””1”II”1ill“””1”1”lllllIllIl”Il”ll”Ill”1”II””””””1”1”ll”ll””1”1”ll””III”lll””II川1”II”1

●区民健康村

　　毎年、健康村で区内の小学校5年生

　　動教室」を体験します。また、「山村留

　　「ホームステイ」も希望者に行われて曳

　　自然とのつきあ合いを肌で感じ、心身

　　培う場としての健康村があります。

事公苑）

ボロ市

0
ム武尊山

γ
襲
”
Q

騨
沼田lc　G

℃
斎

杜
上
高

沼田駅、

JR　　

鵬
関越自動車道

　議

季
節
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
代
町
が
仲
間
入
り
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
「
ボ
ロ
市
」
、

「
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
」
を
簡

単
に
紹
介
し
ま
す
と
、

「
ボ
ロ
市
」

　
十
二
月
十
五
・
十
六
日
に
開
催

さ
れ
、
四
百
年
の
歴
史
を
持
つ
市

で
す
。
七
百
店
も
の
露
店
が
大
場

代
官
屋
敷
前
、
通
称
ボ
ロ
市
通
り

に
立
ち
並
び
、
都
内
で
も
有
名
な

祭
り
で
相
当
な
人
出
と
な
り
、
身

動
き
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
混
雑
と

な
り
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り
」

　
八
月
第
一
の
金
・
土
・
日
曜
日
。

世
田
谷
区
夏
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
で

野
外
コ
ン
サ
ー
ト
、
阿
波
踊
り
、

お
み
こ
し
大
行
進
な
ど
が
馬
事
公

園
を
会
場
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
物
産
展
に
、
新
潟
県

か
ら
真
野
町
、
「
区
民
健
康
村
」

の
あ
る
群
馬
県
川
場
村
、
長
野
県

松
本
市
な
ど
全
国
か
ら
十
四
市
町

村
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
松
代
町

が
こ
の
物
産
展
に
十
五
番
目
の
参

加
と
な
り
ま
す
。
昨
年
は
こ
の
物

産
店
に
出
店
し
て
い
る
市
町
村
間

で
交
流
会
を
行
う
な
ど
大
好
評
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
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監
鞭
の

　
　
　
　
　
　
　
㎜
纏
癩

　
　
　
　
　
議
『
襯
禾

　
芸
術
の
秋
に
ち
な
み
、
十
月
二

十
一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
三

日
間
、
郡
公
民
館
協
議
会
主
催
に

よ
る
第
八
回
郡
美
術
展
覧
会
が
安

塚
町
民
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

　
　
　
彫
塑
・
工
芸
、
書
道
、
写 第

八
回東

頸
城
郡
美
術
展
覧
会

絵
画
、

真
の
四
部
門
に
二
百
点
近
く
の
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
町
か
ら
は
二
十
二
人
の
方

が
自
慢
の
力
作
を
出
品
さ
れ
、
中

で
も
書
道
部
門
で
高
沢
優
美
子
さ

ん
が
郡
展
賞
、
彫
塑
・
工
芸
部
門

で
若
井
鷹
之
蒸
さ
ん
、
写
真
部
門

で
品
田
靖
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
会
館
全
館
に
静
か
な
音
楽
が
流

れ
る
中
、
観
賞
に
来
た
人
々
は
展

示
さ
れ
た
作
品
一
つ
ひ
と
つ
に
熱

心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

高
沢
優
美
子
さ
ん
（
松
代
）

　
「
本
格
的
に
書
道
を
始
め
た
の

は
高
校
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
今

回
の
作
品
は
、
郡
展
出
品
の
た
め

今
年
の
夏
休
み
中
に
書
き
ま
し
た
。

資
格
も
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

将
来
も
こ
れ
を
生
か
し
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
一

〔書道部門〕郡展賞

　鳥棲曲（李白詩）

馨
嚢

朝

〔
彫
塑
・
工
芸
部
門
〕
奨
励
賞

　
　
　
　
「
夢
追
い
ひ
ょ
う
た
ん
」

〔写真部門〕奨励賞　「スイカ早喰い競争」

や
灘
灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘

＿＿謙懸

轍

若井鷹之醸さん（蓬平）

　
「
六
十
歳
で
出
稼
ぎ
を
や
め
、

好
き
だ
っ
た
絵
を
本
格
的
に
は
じ

め
ま
し
た
。
瓢
箪
は
紙
に
描
く
の

と
ち
が
い
難
し
い
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
に
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

絵
を
描
く
こ
と
は
楽
し
い
だ
け
で
、

少
し
の
苦
労
も
感
じ
ま
せ
ん
一

靖さん（松代）田品

　
「
観
音
祭
の
時
に
撮
っ
た
も
の

で
一
番
気
に
入
っ
て
い
た
写
真
で

す
。
　
（
郡
展
に
）
出
し
て
み
な
い

か
と
言
わ
れ
初
め
て
出
し
た
の
で

す
が
、
結
果
を
聞
い
て
．
参
加
賞
”

程
度
に
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た

の
が
名
誉
あ
る
賞
な
の
で
今
で
も

び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
」
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古

田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
な

「
ぶ
な
の
会
美
術
展
？
山
毛
樫
の

品
評
会
か
と
思
っ
て
来
た
が
、
ど

　
　
　
　
ぶ
　
な

こ
に
も
山
毛
樫
は
飾
っ
て
な
い
ん

が
の
一
こ
れ
は
昭
和
4
7
年
n
月
、

第
一
回
展
を
し
た
時
の
話
で
す
。

「
こ
の
松
代
で
町
の
人
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
美
術
展
を
し
た
い
。
」
と

言
い
出
し
た
の
が
、
当
時
、
蒲
生

小
教
頭
柴
田
貞
夫
先
生
、
松
代
中

横
尾
昭
司
先
生
、
松
代
小
古
田
の

三
人
。
市
川
明
治
校
長
先
生
に
相

談
し
た
ら
「
大
い
に
や
っ
て
ほ
し

い
」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
展
覧
会
の
名
称
は
「
ぶ

な
の
会
美
術
展
」
こ
れ
は
柴
田
先

生
の
命
名
。
皆
ん
な
が
賛
成
！

　
さ
て
会
の
構
想
、
①
現
在
町
に

勤
務
し
て
い
る
美
術
愛
好
の
先
生

が
中
心
に
な
ろ
う
。
②
か
つ
て
松

羊、侮
ノ

司
（
蒲
生
小
）

代
に
勤
め
た
先
生
方
に
必
ず
出
品

し
て
も
ら
お
う
。
③
地
元
の
愛
好

家
・
高
校
生
か
ら
一
人
で
も
多
く

参
加
し
て
も
ら
お
う
。
ゆ
く
ゆ
く

は
こ
の
方
々
が
中
心
に
な
ら
れ
る

の
だ
か
ら
。
こ
ん
な
考
え
で
、
市

川
校
長
先
生
を
会
長
に
し
て
元
気

よ
く
出
発
し
ま
し
た
。

　
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
当
時
の
関

谷
昭
平
公
民
館
長
さ
ん
が
総
合
セ

ン
タ
ー
三
階
の
使
用
を
確
約
し
て

く
れ
、
し
か
も
、
あ
っ
と
い
う
間

に
パ
ネ
ル
板
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
で
す
。
以
来
ず
っ
と
こ
の

良
い
場
所
を
確
保
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
松
代
町
の
行
政
の
心
意
気

に
一
同
感
激
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
展
覧
会
の
特
徴
は
「
油
絵
、

日
本
画
、
水
彩
画
、
彫
刻
作
品
も

あ
る
。
具
象
か
ら
抽
象
、
趣
味
の

楽
し
さ
か
ら
作
家
の
厳
し
さ
ま
で
、

い
ろ
と
り
ど
り
。
そ
こ
が
面
白
い

ん
だ
一
と
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
。

或
る
人
は
「
こ
ん
な
バ
ラ
ェ
テ
ィ

に
富
ん
だ
質
の
高
い
展
覧
会
は
上

越
市
に
も
な
い
」
と
。

　
ま
た
、
「
若
い
時
に
お
ら
れ
た
先

生
の
絵
久
し
振
り
に
見
た
。
先
生

は
こ
ら
れ
ん
の
か
い
一
と
懐
し
が

っ
て
く
れ
る
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
松
代
町
の
想
い
出
が
良
か
っ
た

か
ら
か
、
皆
さ
ん
喜
ん
で
出
し
て

く
だ
さ
る
一
こ
れ
は
毎
年
上
越
市

方
面
へ
作
品
を
受
け
と
り
に
行
き
、

返
し
に
行
っ
て
く
れ
る
井
上
政
身

先
生
の
弁
。
先
生
を
中
心
に
誰
か

が
い
つ
も
協
力
し
て
く
れ
る
か
ら

長
続
き
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
。

　
昨
年
、
出
品
者
が
「
た
ま
に
は

松
栄
館
に
泊
め
て
も
ら
っ
て
い
っ

ぱ
い
や
ろ
う
一
と
集
ま
り
ま
し
た
。

日
報
も
今
年
は
是
非
取
材
に
行
き

た
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
地
元
で
は
本
格
的
に
勉
強
し
た

山
岸
統
さ
ん
、
津
幡
潔
さ
ん
が
ホ

ー
プ
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
出
品

し
て
仲
間
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
、
毎
年
n
月
3

日
総
合
セ
ン
タ
ー
の
三
階
。
こ
れ

か
ら
も
大
勢
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

騰

華

馨
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あ　
　
　
鳥

、
・
町
　
、
’

　
　
　
癖

｝
・
、
ー
ポ

シ
リ
ー
ズ
⑳

カ

　
日
本
で
繁
殖
す
る
数
少
な
い
カ

モ
の
中
の
代
表
的
な
存
在
の
カ
モ

で
、
　
「
地
ガ
モ
」
と
か
「
カ
ル
」

と
呼
ば
れ
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は

「
ク
ロ
ガ
モ
」
な
ど
と
方
言
で
呼

ば
れ
て
い
る
本
種
は
、
松
代
町
に

一
年
中
生
息
し
あ
ち
こ
ち
の
池
や

渋
海
川
な
ど
で
観
察
さ
れ
ま
す
。

本
種
を
垂
直
分
布
的
に
見
ま
す
と
、

標
高
八
○
○
メ
ー
ト
ル
以
下
の
水

田
、
沼
、
河
川
に
生
息
し
、
特
に

海
岸
部
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
本

種
を
分
類
し
ま
す
と
、
ガ
ン
カ
モ

目
ガ
ン
カ
モ
科
に
分
類
さ
れ
松
代

町
で
は
、
ガ
ン
カ
モ
科
の
鳥
は
本

種
の
ほ
か
オ
シ
ド
リ
、
マ
ガ
モ
、

カ
ワ
ア
イ
サ
が
観
察
さ
れ
ま
す
。

方
言
で
ク
ロ
ガ
モ
と
呼
ぶ
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
ガ
ン
カ
モ

科
に
、
ク
ロ
ガ
モ
と
正
準
和
名
の

つ
い
た
海
に
生
息
す
る
カ
モ
が
お

り
ま
す
が
こ
れ
と
は
別
の
種
で
す
。

　
毎
年
猟
期
に
な
り
ま
す
と
た
く

さ
ん
の
カ
ル
ガ
モ
が
捕
獲
さ
れ
、

猟
期
が
終
っ
て
繁
殖
期
近
く
な
る

ノレ

9

カ
モ

松
　
永

洗

と
苗
代
や
田
植
後
の
水
田
に
入
っ

て
苗
を
倒
し
た
り
浮
か
せ
た
り
と

い
う
害
を
与
え
る
た
め
有
害
鳥
獣

駆
除
の
申
請
が
農
協
や
市
町
村
役

場
か
ら
出
さ
れ
、
猟
友
会
に
委
託

し
て
毎
年
駆
除
さ
れ
、
そ
の
数
も

有
害
駆
除
だ
け
で
五
千
羽
位
も
捕

殺
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
カ
ル
ガ
モ
は
、
他
の
カ
モ
類
が

雌
雄
異
色
で
あ
る
の
に
対
し
、
め

ず
ら
し
く
雌
雄
同
色
で
、
全
体
は

褐
色
で
黒
褐
色
の
斑
が
あ
り
、
顔

は
淡
色
で
特
徴
の
あ
る
二
本
の
黒

線
が
あ
り
ま
す
。
体
の
後
の
方
に

行
く
ほ
ど
黒
色
味
が
強
く
、
嚇
先

端
は
榿
黄
色
で
足
は
榿
色
と
地
味

な
色
彩
を
し
て
い
ま
す
。
全
長
は

約
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
き

さ
で
す
。

　
食
性
を
見
ま
す
と
、
イ
ネ
、
ノ

ビ
エ
、
タ
デ
、
ミ
ズ
ヒ
キ
の
種
子

と
ノ
ブ
ド
ウ
、
ノ
イ
バ
ラ
、
ヌ
ル

デ
な
ど
の
実
な
ど
の
植
物
質
が
中

心
で
、
動
物
質
の
も
の
と
し
て
は

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
、

タ
ニ
シ
、
シ
ジ
ミ
、
ザ
リ
ガ
ニ
な

ど
を
食
べ
ま
す
。
ま
た
小
魚
を
食

べ
る
こ
と
も
観
察
さ
れ
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
筆
者
も
一
九
八
五
年

夏
に
高
田
公
園
の
北
城
高
校
前
の

お
堀
の
浅
瀬
で
十
数
羽
の
群
の
一

羽
が
、
群
に
な
っ
て
い
る
オ
イ
カ

ワ
を
し
つ
こ
く
追
い
ま
わ
し
て
と

ら
え
て
食
べ
て
い
る
の
を
観
察
し

ま
し
た
が
、
カ
ル
ガ
モ
に
と
っ
て

魚
は
効
率
の
よ
い
獲
物
で
は
な
い

よ
う
で
す
。
筆
者
自
身
カ
ル
ガ
モ

は
植
物
質
の
み
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
あ
き
れ
る
ほ
ど
の
し
つ
こ

さ
で
オ
イ
カ
ワ
を
追
い
か
け
最
後

に
捕
食
し
た
の
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
採
餌
は
夕

方
か
ら
夜
間
で
、
昼
間
は
池
、
川
、

沼
、
海
な
ど
で
休
ん
で
お
り
ま
す
。

鳥
は
「
ト
リ
目
」
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
一
部
の
鳥
（
ニ
ワ
ト
リ
な

ど
）
を
除
い
て
は
、
夜
間
も
目
が

見
え
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

今
年
二
月
の
シ
リ
ー
ズ
⑳
の
フ
ク

ロ
ウ
の
項
で
そ
の
理
由
を
書
き
ま

し
た
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
カ
ル
ガ
モ
の
繁
殖
は
、
六
月
こ

ろ
か
ら
八
月
こ
ろ
に
か
け
て
行

わ
れ
、
巣
は
湖
沼
、
河
川
、
海
岸
、

池
な
ど
に
近
い
草
原
や
竹
や
ぶ
な

ど
に
外
径
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

馴
＝

交
通
事
故

　
秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
日
没
が

早
く
な
り
天
候
も
不
順
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
例
年
、
こ
の
時
期
に
交
通
事
故

が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
く

〉
十
月
二
十
七
日
に
起
き
た
事
故

　
運
転
手
は
重
傷
、
車
も
大
破

だ
さ
い
。

◎
ラ
イ
ト
は
、
早
め
に
つ
け
ま
し

　
よ
・
つ
／
’

◎
夜
間
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
め

　
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
！

◎
正
し
い
横
断
を
し
ま
し
ょ
う
！

◎
明
る
い
色
の
服
装
を
身
に
つ
け

　
ま
し
ょ
う
。

　
只
今
、
交
通
事
故
に
よ
る
県
内

の
死
者
数
は
二
百
人
を
突
破
。
松

代
町
で
も
去
る
十
月
二
十
七
日
午

前
、
大
久
保
線
を
登
り
き
っ
た
カ

ー
ブ
の
地
点
で
車
同
志
が
衝
突
し

重
傷
者
一
名
が
出
る
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
松
代
町
で
の
交
通
事
故
件
数
は

昨
年
よ
り
は
る
か
に
多
く
、
極
め

て
優
慮
さ
れ
る
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　
町
民
一
人
一
人
が
交
通
安
全
意

識
を
も
ち
交
通
事
故
を
無
く
す
る

と
と
も
に
松
代
町
か
ら
絶
対
に
死

亡
交
通
事
故
を
出
さ
な
い
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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か
ら
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深

さ
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
十
ニ

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
皿
型
の
窪
地

を
作
り
枯
草
や
自
分
の
羽
毛
を
抜

い
て
敷
い
て
作
り
、
中
に
象
牙
色

が
か
っ
た
白
色
の
卵
を
十
～
十
四

個
産
み
抱
卵
し
ま
す
。
抱
卵
中
や

雛
を
連
れ
て
い
る
時
に
外
敵
が
近

づ
く
と
、
卵
や
雛
を
守
る
た
め
、

親
鳥
が
傷
つ
い
て
飛
べ
な
い
よ
う

な
格
好
を
し
て
、
翼
を
バ
タ
つ
か

せ
た
り
、
一
～
ニ
メ
ー
ト
ル
飛
ん

で
は
他
方
に
落
ち
た
り
と
い
う
行

動
を
取
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
擬
傷
」

カルガモ

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
カ
ル
ガ
モ
だ

け
で
な
く
、
他
の
カ
モ
類
、
チ
ド

リ
類
に
見
ら
れ
る
行
動
で
す
。
外

敵
が
負
傷
し
た
鳥
と
思
い
捕
え
よ

う
と
す
る
と
、
ま
た
パ
ッ
と
距
離

を
取
っ
て
擬
傷
し
、
雛
や
卵
か
ら

外
敵
を
遠
ざ
け
て
守
っ
て
い
る
の

で
す
。

　
カ
ル
ガ
モ
の
雛
で
す
ぐ
思
い
出

す
の
が
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新

聞
な
ど
で
毎
年
報
道
さ
れ
る
、
東

京
大
手
町
に
建
つ
三
井
物
産
の
人

工
池
の
カ
ル
ガ
モ
の
親
子
が
あ
り

ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
囲
ま
れ

た
町
中
で
よ
く
繁
殖
し
て
い
る
と

感
心
し
ま
す
が
、
こ
の
カ
ル
ガ
モ

の
巣
が
み
つ
か
っ
た
の
は
こ
れ
ま

で
二
回
で
、
そ
の
一
回
は
偶
然
に

ビ
ル
の
清
掃
員
が
池
の
ほ
と
り
の

高
さ
六
メ
ー
ト
ル
直
径
六
メ
ー
ト

ル
の
円
筒
形
を
し
た
排
気
筒
の
上

部
に
生
え
た
、
ツ
タ
の
葉
の
茂
み

に
あ
る
の
を
発
見
し
た
と
い
う
も

の
で
、
六
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら

ど
の
よ
う
に
し
て
雛
が
人
工
池
に

移
動
す
る
の
か
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
な
ぜ
人
の
多
い
と
こ
ろ

に
巣
を
作
り
雛
を
育
て
る
の
か
も

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ツ
バ
メ

が
家
の
中
に
巣
を
作
り
子
育
て
を

す
る
の
と
同
じ
理
由
と
説
明
す
る

人
も
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
人
の
生

活
に
近
い
と
こ
ろ
で
子
育
て
を
す

る
こ
と
に
よ
り
天
敵
か
ら
雛
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ち
な
み
に
皇
居
の
お
濠
り
の

カ
ル
ガ
モ
と
比
較
す
る
と
雛
の
死

亡
率
は
繁
殖
初
期
で
は
、
○
～
一

〇
％
で
お
濠
り
の
カ
ル
ガ
モ
よ
り

死
亡
率
は
低
く
、
こ
れ
は
死
亡
率

の
高
い
繁
殖
初
期
に
観
衆
の
多
い

人
工
池
で
子
育
て
す
る
こ
と
に
よ

り
天
敵
か
ら
雛
を
守
り
、
あ
る
程

度
成
長
し
た
後
に
お
濠
に
移
動
す

る
こ
と
が
賢
い
子
育
て
方
法
で
あ

る
の
で
す
。
し
か
し
お
濠
り
に
移

動
後
の
死
亡
率
は
高
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
鳥
も
動
物
も
子
育
て
に

は
気
を
使
い
一
羽
、
一
匹
で
も
多

く
の
子
孫
を
残
す
努
力
を
し
て
い

る
の
で
す
。
そ
の
た
め
の
子
育
て

方
法
を
い
ろ
い
ろ
考
え
（
？
）
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
今
年
も
、
た
く
さ
ん
の
カ
モ
類

が
渡
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

が
冬
鳥
の
観
察
に
最
適
な
時
期
で

す
。
最
後
に
長
塚
節
の
歌
で
こ
の

項
を
終
り
ま
す
．

　
葦
の
辺
の

　
　
鰍
お
も
し
ろ
き
近
江
の
湖

　
鴨
う
く
秋
に

　
　
な
り
た
け
る
か
も

暖
房
器
具
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
災
を
防
ご
う

o
σ
，

●09

7

一『｝〃シ

裾／

隔〆
J〃＼‘《
㌔（の

弓、’

巡
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受

　
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
新
聞

紙
上
に
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
の

記
事
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
火
災
の
大
部
分
は

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
ミ
ス
に

よ
り
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
火
気
使
用
器
具
の
手

入
れ
と
点
検
を
実
行
し
て
く
だ
さ

い
。一

、
対
震
自
動
消
火
装
置
付
の
も

　
の
を
点
検
整
備
し
て
か
ら
使
用

　
す
る
。

二
、
使
用
場
所
の
ま
わ
り
に
カ
ー

　
テ
ン
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
は

　
な
い
か
。

三
、
火
を
つ
け
た
ま
ま
給
油
し
た

グ

　グ

　
り
持
ち
運
び
を
し
な
い
。

四
、
洗
濯
物
を
干
す
な
ど
の
目
的

　
で
使
用
し
な
い
．

五
、
出
入
口
や
通
路
に
は
置
か
な

　
い
。

六
、
間
違
っ
た
燃
料
を
給
油
し
な

　
い
。

七
、
お
出
か
け
前
や
お
や
す
み
前

　
に
は
必
ず
消
火
を
確
認
す
る
。

◎
火
災
多
発

　
残
念
な
が
ら
松
代
町
で
は
今
年

に
入
っ
て
3
件
の
火
災
が
発
生
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
一
度
火
災

の
恐
ろ
し
さ
を
認
識
し
無
火
災
記

録
が
続
く
よ
う
一
人
一
人
が
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
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十
月
五
日
行
わ
れ
た
第
二
十
六

回
郡
中
学
駅
伝
大
会
で
、
松
代
中

男
子
A
チ
ー
ム
が
期
待
に
こ
た
え
、

三
年
連
続
八
回
目
の
優
勝
を
成
し

と
げ
ま
し
た
。

　
男
子
の
部
は
、
郡
内
七
校
十
三

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
松
代
病
院
前

か
ら
安
塚
中
学
校
ま
で
の
三
十
一

・
六
キ
。
を
九
区
間
に
分
け
て
の
競

争
で
、
松
代
中
A
チ
ー
ム
は
第
一

区
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
一
度
も
ト
ッ

プ
の
座
を
譲
る
こ
と
な
く
、
安
定

し
た
走
り
で
他
校
を
寄
せ
つ
け
ず

に
ゴ
ー
ル
イ
ン
。

　
一
方
、
大
島
村
役
場
前
を
ス
タ

ー
ト
し
、
男
子
と
同
じ
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
る
女
子
の
部
は
今
回
で
三

回
目
。
過
去
二
度
の
連
続
優
勝
の

実
績
を
持
つ
松
代
中
チ
ー
ム
に
注

目
が
集
ま
り
ま
し
た
が
、
結
果
は

惜
し
く
も
五
位
入
賞
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
郡
大
会
優
勝
の
松
代
中

男
子
チ
ー
ム
は
、
十
月
二
十
三
日

に
行
わ
れ
た
上
越
地
区
中
学
校
駅

東
頸
城
郡
中
学
駅
伝
大
会

松
代
中
（
娚
チ
ロ
好
）
三
年
連
続
八
回
目
の
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
越
地
区
大
会
で
も
六
位
入
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

伝
大
会
に
出
場
し
　
二
十
四
校
中

六
位
に
入
賞
と
い
う
輝
か
し
い
成

績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　
郡
大
ム
ム
の
成
績

〔
男
子
〕
九
区
間
、
3
1
・
6
キ
。

①
松
代
A
　
1
時
間
4
8
分
4
5
秒

　
～
区
間
ご
と
の
記
録
～

一
区
　
松
代
～
池
尻
　
認
キ
。

　
小
堺
　
健
　
1
0
分
5
6
秒
　
1
位

二
区
　
池
尻
～
室
野
　
ω
キ
。

　
若
井
憲
一
　
1
3
分
12
秒
　
1
位

三
区
　
室
野
～
峠
　
認
キ
。

　
若
井
春
彦
　
1
2
分
3
7
秒
　
3
位

四
区
　
峠
～
中
野
　
詔
。
。

　
高
橋
正
義
　
9
分
3
8
秒
　
1
位

五
区
　
中
野
～
岩
倉
　
訪
。
。

　
山
岸
正
光
　
1
1
分
2
1
秒
　
1
位

六
区
　
岩
倉
～
長
者
島
　
蕊
。
。

　
山
岸
裕
樹
　
1
2
分
2
3
秒
　
4
位

七
区
　
長
者
島
～
下
猪
子
田
3
9
。
。

　
富
沢
　
豊
　
1
4
分
1
3
秒
　
4
位

八
区
　
下
猪
子
田
～
松
崎
　
認
。
。

　
小
堺
友
紀
　
1
1
分
2
5
秒
　
3
位

》
ー
区
松
代
　
　
く
6
区
岩
倉
》
2
区
池
尻
　
く
7
区
長
者
島

　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
耀
，
鯉
齪

九
区
　
松
崎
～
安
塚
中
学
　
㎝
。
。

　
山
岸
　
孝
　
1
3
分
0
秒
　
1
位

②
安
塚
A
　
1
時
間
51
分
1
8
秒

③
松
之
山
A
　
1
時
間
5
2
分
4
5
秒

④
牧
A
　
⑤
大
島
　
⑥
浦
田

〔
女
子
〕
四
区
間
　
1
4
・
3
キ
。

①
安
塚
A
　
5
7
分
5
5
秒
　
②
大
島

A
　
③
牧
A
　
④
大
島
B
　
⑤
松

代
A
1
時
間
1
分
4
5
秒

難
麟

〈
9
区
松
崎
》
5
区
中
野
く
ゴ
ー
ル
安
塚
中
学
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①
宮
沢
健
二
（
松
）

②
宮
沢
秀
志
（
〃
）

③
樋
口
敏
幸
（
〃
）

〔
同
〕
　
ー
小
一

①
山
岸
智
美
（
孟
）

②
斉
藤
奈
緒
美
（
北
）

③
山
賀
由
佳
（
松
）

〔
同
〕
　
　
、

①
鈴
木
栄
哉
（
松
）

②
茂
野
　
収
（
〃
）

③
柳
　
大
輔
（
孟
）

〔
同
〕
　
　
、

①
鈴
木
麻
子
（
松
）

②
瀬
沼
美
久
（
〃
）

③
石
田
智
絵
（
孟
）

〔
同
〕

①
高
橋
美
枝
子

　
　
回

　
　
　
n第

〔
一
キ
ロ
〕
　
ー
小
一
・
男
子
1

　
　
　
　
　
　
　
3
分
2
3
秒

　
　
　
　
　
　
　
3
分
3
0
秒

　
　
　
　
　
　
　
3
分
31
秒

　
　
　
　
　
　
・
女
子
1

　
　
　
　
　
　
　
3
分
4
5
秒

　
　
　
　
　
　
　
　
3
分
4
6
秒

　
　
　
　
　
　
　
3
分
4
7
秒

●

町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
八
日
・
町
総
合
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
ー
4
二
・
男
子
1

　
　
　
　
　
　
　
3
分
7
秒

　
　
　
　
　
　
　
3
分
9
秒

　
　
　
　
　
　
　
3
分
1
0
秒

　
　
　
ー
4
二
・
女
子
ー

　
　
　
　
　
　
　
3
分
2
0
秒

　
　
　
　
　
　
　
3
分
2
1
秒

　
　
　
　
　
　
　
3
分
2
3
秒

　
　
　
1
一
般
1

　
　
　
　
　
　
　
3
分
5
3
秒

〔
ニ
キ
ロ
〕
　
1
小
三
・
男
子
ー

①
小
堺
強
司
（
松
）
　
1
1
分
8
秒

②
柳
　
芳
徳
（
〃
）
　
n
分
1
0
秒

③
若
月
知
広
（
孟
）
　
n
分
2
1
秒

〔
同
〕
　
ー
小
三
・
女
子
ー

①
池
田
　
茜
（
北
）
　
11

分
1
2
秒

②
池
田
友
紀
子
（
〃
）
　
n
分
5
7
秒

③
斉
藤
由
香
里
（
〃
）
　
12
分
1
秒

〔
同
〕
　
1
小
四
・
男
子
1

①
田
辺
一
幸
（
蒲
）
　
9
分
34
秒

②
小
堺
　
豊
（
蓬
）
　
9
分
52
秒

③
山
岸
雅
史
（
蒲
）
　
1
0
分
3
2
秒

〔
同
〕
　
ー
小
四
・
女
子
1

①
西
潟
幸
子
（
奴
）
　
10
分
4
9
秒

②
仲
村
　
瞳
（
儀
）
　
n
分
5
3
秒

③
井
上
さ
や
か
（
蒲
）
　
1
2
分
6
秒

〔
同
〕
　
1
中
学
・
女
子
1

①
池
田
智
美
　
1
1
分
9
秒

②
村
山
尚
子
　
1
1
分
2
0
秒

③
若
月
ま
さ
え
　
H
分
2
4
秒

〔
三
キ
ロ
〕
　
ー
小
五
・
男
子
ー

①
茂
野
　
究
（
松
）
　
n
分
1
8
秒

②
鈴
木
紀
夫
（
松
）
　
n
分
2
3
秒

③
高
橋
真
治
（
莇
）
　
1
1
分
3
5
秒

〔
同
〕
　
1
小
五
・
女
子
1

①
高
橋
陽
子
（
莇
）
　
1
2
分
1
6
秒

②
高
橋
知
美
（
〃
）
　
1
2
分
　
秒

③
村
山
亜
紀
子
（
奴
）
　
1
2
分
4
2
秒

〔
同
〕
　
1
小
六
・
男
子
ー

①
嶋
田
健
太
郎
（
松
）
　
1
0
分
34
秒

②
井
上
真
吾
（
蒲
）
　
10
分
3
5
秒

③
馬
場
茂
寿
（
〃
）
　
1
0
分
4
8
秒

〔
同
〕
　
1
小
六
・
女
子
1

①
村
山
洋
子
（
奴
）
　
1
1
分
1
6
秒

②
松
沢
悦
子
（
儀
）
　
n
分
茄
秒

③
柳
　
亜
紀
子
（
松
）
　
1
2
分
1
1
秒

〔
同
〕
　
ー
中
学
・
男
子
ー

①
柳
　
昭
平
（
三
）
　
1
0
分
1
2
秒

②
小
堺
良
次
（
〃
）
　
1
0
分
1
7
秒

③
小
堺
陽
一
，
（
〃
）
　
1
0
分
5
3
秒

〔
同
〕
　
1
中
学
・
女
子
1

①
山
岸
利
美
（
一
）
　
1
2
分
1
7
秒

②
五
十
嵐
里
美
（
一
）
　
1
2
分
1
8
秒

③
植
木
理
絵
（
二
）
　
1
2
分
2
4
秒

〔
同
〕
　
ー
高
校
・
女
子
1

①
丸
山
志
穂
（
一
）
　
1
0
分
50
秒

②
柳
　
明
美
（
二
）
　
1
2
分
5
2
秒

③
柳
　
智
子
（
一
）
　
1
2
分
5
3
秒

〔
同
〕
　
1
一
般
・
男
子
1

①
佐
藤
信
一
（
室
野
）
　
n
分
3
秒

②
山
岸
　
進
（
蒲
生
）
　
1
2
分
1
9
秒

〔
五
キ
ロ
〕
　
1
中
学
・
男
子
ー

①
若
井
憲
一
（
三
）
　
1
6
分
5
7
秒

②
小
堺
　
健
（
二
）
　
1
7
分
2
2
秒

③
若
井
春
彦
（
二
）
　
1
7
分
2
2
秒

〔
同
〕
　
ー
高
校
・
男
子
1

①
中
島
太
一
（
一
）
　
1
7
分
2
2
秒

②
室
岡
正
宏
（
一
）
　
1
7
分
5
6
秒

③
井
上
　
元
（
一
Y
1
8
分
0
秒

第
1
0
回

町
長
杯
争
奪

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
大
　
△
五

　
去
る
、
十
月
十
日
体
育
の
日
、

松
代
町
総
合
体
育
館
に
お
い
て
、

第
十
回
町
長
杯
争
奪
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
十
年
目
を
迎
え
た
本
大

会
も
七
チ
ー
ム
の
参
加
を
い
た
だ

き
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

準
優
勝

第
三
位

第
四
位

、

黒
姫
連
合
会

松
代
ロ
ー
ジ
ン
会

バ
レ
ー
熱
狂
者
達

士
・
沢
光
学
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松
代
町
が

厚
生
大
臣
表
彰
受
賞

　
平
成
元
年
度
健
康
事
業
推
進
功

労
団
体
と
し
て
、
去
る
十
月
四
日

厚
生
省
講
堂
に
お
い
て
戸
井
田
厚

生
大
臣
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
松
代
町
は
昭
和
五
十
九

年
、
県
内
で
も
屈
指
の
総
合
体
育

館
が
完
成
し
た
の
を
機
に
、
町
民

の
健
康
診
査
を
総
合
検
診
方
式
に

改
め
会
場
を
総
合
体
育
館
に
移
し

ま
し
た
。

「
町
の
活
性
化
は
町
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
か
ら
」
を
合
い
言

葉
に
健
診
事
業
を
進
め
、
受
診
力

ー
ド
の
作
成
や
バ
ス
に
よ
る
送
迎

等
も
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
受
診
率
の

向
上
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
検
診

に
よ
っ
て
自
分
の
健
康
状
態
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
意
識
の
向
上
が
第
一

で
、
二
番
目
は
町
内
の
医
療
機
関

の
ご
支
援
と
ご
協
力
で
す
。
三
番

目
は
各
部
落
の
区
長
さ
ん
や
食
生

活
改
善
推
進
員
さ
ん
、
保
健
衛
生

推
進
員
さ
ん
等
町
ぐ
る
み
総
力
を

結
集
し
て
い
た
だ
い
た
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
健
康
診
査
の
受
診
率

　
全
国
平
均
　
　
三
〇
・
一
％

　
新
潟
県
平
均
　
二
四
・
三
％

　
松
代
町
　
　
　
八
一
・
二
％

　
そ
の
ほ
か
乳
が
ん
検
診
が
県
内

で
第
二
位
で
各
検
診
が
上
位
を
占

め
て
お
り
ま
す
。

「
健
診
を
受
診
で
安
心
、
わ
が
家

の
笑
顔
」
が
医
療
費
の
節
減
と
な

り
、
町
の
活
力
源
と
な
り
ま
す
の

で
今
後
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
ガ
、

を
お
願
資
し
ま
す
。

奮義

明
に
待
望
の
信
号
機

．』が

点
灯

　
国
道
二
五
三
号
線
の
改
良
に
と

も
な
い
町
内
を
通
過
す
る
車
の
量

が
大
幅
に
増
え
、
歩
行
者
の
安
全

確
保
の
た
め
信
号
機
の
設
置
を
、

と
い
う
儀
明
地
区
の
人
々
の
長
年

の
望
み
が
安
塚
警
察
署
の
力
添
え

に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

　
十
月
十
三
日
の
点
灯
式
に
は
、

佐
藤
安
塚
警
察
署
長
さ
ん
、
小
嶋
交

通
課
長
さ
ん
、
関
谷
町
長
が
出
席
。

町
長
に
抱
か
れ
た
小
堺
綾
子
。
・
ん
が

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
（
写
真
）

点
滅
信
号
か
ら
正
常
作
動
に
入
り
、

集
ま
っ
た
人
た
ち
が
一
斉
に
拍
手

し
信
号
の
点
灯
を
喜
び
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
保
育
園
児
、
小
学
校

児
童
、
老
人
会
の
人
た
ち
が
歩
行

者
用
の
ボ
タ
ン
を
押
し
、
青
に
な

る
の
を
確
認
し
て
新
し
く
引
か
れ

た
横
断
歩
道
を
左
右
確
認
し
て
渡

っ
て
い
ま
し
た
。

蹴
麩
鄭
針
錘
嚴
に
縣
購
躰
錦
嚴
か
ら
表
彰
状

　
奴
奈
川
小
学
校
（
村
沢
真
琴
校

長
）
と
町
交
通
安
全
指
導
員
（
小

島
芳
映
隊
長
）
に
県
警
本
部
長
と

県
交
通
安
全
協
会
長
連
名
に
よ
る

交
通
安
全
功
労
団
体
表
彰
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　
両
団
体
と
も
日
頃
の
交
通
安
全

に
対
す
る
積
極
的
な
取
組
み
が
認

め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

交
通
安
全
チ
ラ
シ
コ
ン
ク
ー
ル
で
ア
イ
デ
ア
賞

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
際

し
行
わ
れ
た
県
の
チ
ラ
シ
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
町
と
安
協
で
作
成
し
た

チ
ラ
シ
が
ア
イ
デ
ア
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
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高
齢
化
社
会
と
い
わ
れ
る
現
代

で
す
が
、
近
ご
ろ
こ
の
辺
り
で
も

切
実
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。
現
に
、
病
院
は
長
く
入
院
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
家

庭
で
看
護
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
自

分
の
こ
と
と
し
て
ピ
ン
と
こ
な
い

の
で
す
が
、
現
実
と
し
て
そ
こ
ま

で
忍
び
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か

な
の
で
す
．

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
病
人
を
看

る
の
は
、
妻
で
あ
り
嫁
で
あ
り
娘

高齢化社会に向けて

家庭での看護と介護を

身につけませんか

蜂ま窪爵≦家寧ぞξ程　一家族ぐるみ・地壌ぐるみの支援体制をめぎして一

　　　　　　　　　、

ま※ひ　までなな　いしに　必ん一親らまれてで
でお’女すきつつ教まて》そ要な人戚かすば’あ
o問ご性。るたた室す知家こにににやのoな夫つ

は
も
ち
ろ
ん
、
男
性
も
ぜ

参
加
く
だ
さ
い
．

い
合
わ
せ
は
役
場
衛
生
係

で
は
、
介
護
す
る
立
場
に

り
、
介
護
さ
れ
る
立
場
に

り
し
、
両
者
の
気
持
ち
に

だ
け
近
づ
け
た
ら
と
思
い

た
の
が
、
現
在
で
は
加
え

や
息
子
が
看
て
い
か
な
け

ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
い

つ
ま
り
、
家
族
全
員
が
何

形
で
協
力
し
、
時
に
は
、

近
所
の
人
の
手
も
借
り
て

集
中
し
て
い
た
負
担
を
み

分
散
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

な
っ
て
い
ま
す
．

で
、
少
し
で
も
多
く
の
方

庭
で
の
看
護
・
介
護
に
関

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

O

　
　
り
4

’

O
愉

ρ　　（
．　くフ

〈フ

｛

痴呆老人上手なお世話介護教室

（痴呆老人について学び対応を考えます）
家庭看護教室
（家庭看護の基本を学びます）

日　　程 内　　　　　　　　　容 担当者 日　　程 内　　　　　　　　容 担当者
8：30～9：30　受付・オリエンテーション 8：30～9：00　受付・オリエンテーション

その他 開講式

9：30～10：00　開講式 9：00～9：30　町の老人の現状と問題点 保健婦
10：00～10：40　町の老人の現状と問題点 保健婦・ 9：30～11：20　グループ討議・自己紹介

第1日目

12月1日

（金）

10：40～12：00　グループ討議・自己紹介

　　　　　　＊体験発表

　　　　　　＊町の現状・体験発表を通し

　　　　　　て感じたこと問題点を考え

　　　　　　る

第1日目

11月14日

（火）

＊老人を看ていくに当たりど

　んな問題があるか（苦労）

＊自分が病人になった時どん

　な看護をされたいか

＊教室に望むこと

1：00～3：00　講　義 医師 ＊体験発表

「痴呆老人の理解とその予 11：20～12：00　町の福祉サービスについて 福祉係
防」 1：00～2：00’看護の心・注意点 保健婦

8：30～9：30　受付・オリエンテーション 2：00～3：30　看護の実技 保健婦

第2日目
その他 （用具の紹介など）

12月6日

（水）

9：30～11：00　困ったときの解決法

11：00～12：00　老人の食事と介護

1：00～1：40　痴呆老人看護ポィント

保健婦

栄養士

保健婦

第2日目

11月30日

8：30～9：00　受付・オリエンテーション

9：00～3：30　看護の実技

　　　　　＊足浴・洗髪・シーツ交換・

看護婦

1：40～3：00　痴呆老人の日常生活の介護 （木） 寝衣交換

8：30～9：30　受付・オリエンテーション ＊清しきなど 保健婦
その他 8：30～9：30　受付・オリエンテーション

9：30～11＝00　痴呆老人看護の実際 保健婦 9：00～9：40　救急法

11：00～12：00　医療・福祉サービスについて 福祉事務所 9：40～10：30　看護者の健康 保健婦
第3日目

12月18日

（月），

1：00～1：40　地域の取1）組みの現状につ

　　　　　　いて

　　　　　　一地域及び家族の痴呆老人

　　　　　　　の支援一

ソーシャル

ワーカー
第3日目

12月12日

（火）

10：30～12：30　食事について

　　　　　　　　（調理実習・介護実習）

1：30～2：30　議　義

　　　　　　　「老人の心と、体の特徴と

栄養士

医　師

1：40～2：30　グループ討議 精神相談員 病気の特徴」

2：30～3：30　反省会 2：30～3＝30　反省会

閉講式 閉講式
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年
金
の
支
払
・
振
込
通
知
等
に

　
　
　
　
シ
ー
ル
が
貼
付
さ
れ
ま
す

　
年
金
受
給
権
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
保
護
す
る
た
め
、
年
金
の
支

払
・
振
込
通
知
書
等
の
年
金
額
等

の
記
載
部
分
に
シ
ー
ル
が
貼
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。〈

支
払
通
知
書
・
振
込
通
知
書
〉

　
◎
障
害
及
び
遺
族
に
係
る
年
金

　
　
↓
今
年
1
0
月
支
払
分
か
ら
実

　
　
　
施

　
◎
障
害
及
び
遺
族
に
係
る
年
金

　
　
以
外
の
す
べ
て
の
年
金

　
　
↓
来
年
（
平
成
2
年
）
2
月

　
　
　
支
払
分
か
ら
実
施

別図1

〈
未
支
給
決
定
通
知
書
〉

　
　
今
年
1
0
月
支
払
分
か
ら
実

　
　
施

〈
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
〉

　
　
平
成
元
年
分
（
平
成
2
年

　
　
1
月
送
付
予
定
）
か
ら
実

　
　
施

〈
年
金
改
定
通
知
書
〉

◎
障
害
及
び
遺
族
に
係
る
年
金

　
↓
今
年
1
0
月
以
降
に
送
付
す

　
　
る
分
か
ら
実
施

◎
障
害
及
び
遺
族
に
係
る
年
金

　
以
外
の
す
べ
て
の
年
金

　
↓
来
年
（
平
成
2
年
）
2
月

　
　
以
降
に
送
付
す
る
分
か
ら

　
　
実
施

※
シ
ー
ル
で
覆
う
印
字
項
目
は
、

　
別
図
1
・
2
・
3
の
斜
線
部
分

　
で
す
．

※
シ
ー
ル
表
面
に
は
、
別
図
4
の

　
と
お
り
の
表
示
が
さ
れ
て
い
ま

す
。

男lj図3

翻
　　　　　　　　　β　　　　郵便はが　き
　国民年金・彫生年金保険

年金改定通知書　　i

見

轍搬羅

金　重

含　の’1，昏93

寧　　　画

円

止　額

鉱　年　，

，’ 頷

．
金
侶 支　b　r　　　　　　　　　　　　　円

午　食

昭　6　　　　か　上　の　　け　・　が
さ　ま　こ　　　　し　す

和

翻
　　　　　　　　　　　　　　　郵f更はカ‘き

職篶鷺総鷺．，1

柑8蛋餌庁一〒旧“齢駆昌捧一

　　　　　電昌　鱒・“目”1

　　烹出官　　吐金促険庁塗儲

む，’陶　　　　　　　　　尾　・　　　周

’翼力　・　　　　　　　　　　　　　　　　セ

写’匪，辱　と　　サ

画
μ

員　5

弓　把
円

　己侃　　乞

　　　　　　受　領　証
1、起力1r繭を・乏逝し9しな，　撃虞　　￥　　P且　　日

気呂　　　　　　　　　　　　◎
　　　盛自ハ凄一5叫を．～んでくだ，い

男lj図2

o斬年愈額での支払は．昭箱63年8月亥払
　期からです．

⑳
国民年金・厚生年金振込通知書　　郵便はがき

21iliil茎淵鷲1；1弩q

「
松
代
百
皇
尿
」

　
四
季
折
々
、
素
晴
し
い
表
情
を

見
せ
て
く
れ
る
松
代
町
の
自
然
を

カ
メ
ラ
に
収
め
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
ぶ
な
の
緑
が
眩
し
い
春
、
そ
の

色
を
深
め
て
ゆ
く
夏
、
紅
葉
の
映

え
る
秋
、
白
一
色
の
世
界
に
包
ま

れ
る
冬
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
一
枚

の
絵
と
な
り
ま
す
。

　
左
記
に
よ
り
募
集
い
た
し
ま
す

の
で
ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

柑£6鍾序‘Ψ聖鱒腿引唾鵬霞μ

　　　　璽腫風1翔し鵬巳

糞出竃　　杜会保険庁縁務

名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日

の

1

員込腰瓢耽　日本銀行本店

　　　（置面の注．意亭項を絞んでくだ評

男ll図4

轡
国民年金・厚生年金振込通知書　　郵便はがき

　あなたの年倉は．凍のとおり肴鍾のあった金髄

楓闘の預貯倉ロ屋に展込みの争縫匙セし2しなひ

ら通勉し墓す．

写
盲
沢
募
集

◎
〆
切
”
平
成
2
年
1
0
月
1
0
日

◎
表
彰
”
最
優
秀
賞
　
　
一
点

　
　
　
　
優
秀
賞
　
　
三
点

　
　
　
　
入
　
選
　
　
五
占
｛

◎
規
格
裡
四
ツ
切
以
上
と
す
る
。

◎
作
品
は
随
時
総
合
セ
ン
タ
ー
に

　
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

擢ε8爾序1▼旧館5締盒邸再■

　　　　璽5艇1”6”腸o

交出官　　辻会保搬庁縁瀦

大切なお知らせです

　　　　　　社会保険庁

翻
　　　　⑦　准に、簡のように

　　　　　　はがして『Fさい

曇込琳皿耽　日本銀行本店

　　　（蜜面の注、慧事項を緩んでくだき

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
催
　
松
代
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
援
　
松
代
町
公
民
館

冬
期
間
雪
の
た
め
に
安
塚
警
察
署
へ

　
　
　
行
け
な
い
方
は
特
例
更
新
も

11月運転免許更新
oとき11月17日（金）

　　　　午前9時～午前11時

oところ　町総合センター大ホール

O対象者　期限がI　I月17日から12月17日まで

　　　　の人と、冬期問雪のため安塚まで

　　　　行くことが困難な人。

O持ち物　・写真1枚・収入証紙2，400円分

　　　　・免許証・協会費1，500円
　　　　・安協発行のお知らせハガキ

　　　　・印鑑（特例更新者のみ）

※特別講習会が午後1時からあります。来年

　のH月16日までに期限が切れる人で、講習

　を受ける必要のある方は受講して下さい。

　1年問有効です。

oお問合わせ　安協松代支部事務局奮7－2220
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広
報
で
紹
介
さ
れ
た
町
民
対
話

集
会
の
質
問
や
要
望
を
見
て
「
活

力
あ
る
松
代
」
を
現
実
の
も
の
と

す
る
に
は
相
当
厳
し
い
道
程
を
要

す
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
長
く
続
い
た
過
疎
化

活
力
あ
る
松
代
町
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
柳
邦
夫
さ
ん
（
片
桐
山
）

の
流
れ
の
中
で
、
町
民
の
意
識
が

活
性
化
ど
こ
ろ
か
自
信
の
な
い
不

安
の
生
活
を
、
国
や
町
か
ら
助
け

守
っ
て
も
ら
い
た
い
と
お
願
い
し

て
い
る
、
そ
ん
な
姿
し
か
思
い
浮

か
ば
な
い
か
ら
で
す
。
も
と
も
と

過
疎
化
が
お
き
た
の
は
、
国
の
工

業
化
・
減
反
政
策
等
に
よ
る
も
の

で
す
が
、
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た

の
は
私
達
の
世
代
以
上
の
人
達
皆

ん
な
に
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

都
会
と
の
賃
金
格
差
が
、
大
き
く

な
る
な
か
、
農
業
経
営
へ
の
先
行

不
安
・
豪
雪
地
で
の
生
活
不
安
等

で
、
自
ら
が
こ
の
町
で
の
生
活
に

自
信
を
失
な
い
、
松
代
に
住
ん
で

い
た
か
も
知
れ
な
い
後
継
者
を
都

会
へ
、
都
会
へ
と
送
り
だ
し
て
現

在
に
至
り
ま
し
た
。
今
、
こ
の
時

期
に
失
っ
た
自
信
を
取
り
か
え
し
、

過
去
を
切
り
捨
て
、
意
識
改
革
を

し
て
心
に
活
力
を
呼
び
も
ど
す
ほ

か
あ
り
ま
せ
ん
。
道
路
・
生
活
環

境
は
町
や
関
係
各
位
の
努
力
の
お

か
げ
で
改
善
さ
れ
て
来
て
い
ま
す
。

一
番
改
善
さ
れ
ず
に
残
っ
た
の
は
、

町
民
と
り
わ
け
私
達
の
親
の
世
代

の
意
識
の
よ
う
で
す
。

”
活
力
の
あ
る
松
代
”
づ
く
り
に

は
、
皆
が
「
過
疎
は
防
止
で
き
、

活
力
あ
る
松
代
が
で
き
る
」
そ
う

信
じ
て
自
信
と
希
望
を
も
つ
こ
と

が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
帰
っ
て
来
た
く
も
な
い
せ
が
れ

や
娘
に
町
が
補
助
金
を
だ
し
た
り
、

職
場
を
さ
が
し
て
や
っ
た
り
、
お

願
い
し
て
住
ん
で
も
ら
う
よ
り
老

人
が
多
く
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
元
気
で
活
力
の
あ
る
老

人
な
ら
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
育
っ

て
ゆ
く
後
継
者
が
、
こ
の
町
に
定

住
で
き
る
よ
う
教
育
や
広
報
活
動

繋
懸
灘
雛
叢
鐘
撚
騰
織
濾
糊

撫
灘
　
㎜
鰯
嚢
購
籔
避

　
　
　
　
　
灘
嚢
磯
　
灘
灘
鱒
雛

，
灘
灘
鐵
講
綴
灘
謙
欝

　
　
　
　
　
灘
羅
繋
慧
嚢
灘
羅

襲
難
鞍
灘
　
饗
　
獲
畿
欝

　
　
　
　
　
撫
難
鞭
・
灘
羅
難
騨

繍
灘
繋
鱒
欝
難
謹
欝
羅
購

　
　
　
　
　
　
繋
辮
糀
態

欝
灘
嚢
撒
，
纏
灘
鐵
難
雛
・
総

　
　
　
　
鵜
撚
難
難
．
◎
韓
麟
灘
糊

麟
鵜
議
燦
諜
懲
轟
繕
漸
畿
螢
騨

鐙
灘
欝
鷲
鍵
縷
、
驚
繋
・
滋
、

　
　
撚
慧
灘
　
撫
磯
　
戯
騰
縫
繊
、
、

閑
纏
縫
鞭
慧
驚
　
縄
嚢
灘

　
　
灘
羅
藻
獄
織
　
纏
羅
撰
贈

灘
灘
瓢
．
・
轟
擁
難
婁
・
驚

　
騰
難
藻
　
籔
織
　
釜
圏
機
難
繊

繍
　
難
灘
繊
麓
購
嚢
㌧
薬
饗
講
懸

騰
雛
難
叢
雛
　
聴
磯
醗
嚢
縷
糊

鐵
饗
鵜
馨
纐
麟
縷
講
撚
雛
謹
鎌

欝
灘
欝
雛
灘
　
　
　
麗
綴

　
　
　
　
　
騰
犠
鞭
編
樂
灘
糊

嚢
難
灘
“
“
、
繍
懇
　
　
纏
機

　
　
　
　
騰
講
灘
麟
療
　
辮
務
灘

懲
鶴
麟
獺
雛
購
　
　
雛
歳

　
　
　
　
懲
鑛
綴
　
鐵
麓
鐙
閣
耀

織
籐
毅
鑛
欝
　
　
　
翻
歳

　
　
　
　
燃
叢
籔
　
懇
購
饗
纐
難

灘
籔
濾
籔
欝
馨
麹
潟
麹
鐵
藁
織
騨

を
し
、
何
よ
り
も
手
本
と
な
る
よ

う
私
達
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
最
後
に
、
松
代
に
住
む
六
十
代
、

七
十
代
の
人
達
は
こ
の
町
で
一
番

人
口
の
多
い
世
代
で
す
。

「
老
人
パ
ワ
ー
で
村
お
こ
し

　
元
気
な
老
人
達
で
松
代
に
活
気
」

こ
ん
な
見
出
し
が
新
聞
に
の
る
よ

う
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

編
集
後
記

　
先
月
号
か
ら
“
ひ
と
”
を
シ
リ

ー
ズ
で
始
め
て
み
ま
し
た
。
前
回

の
ヤ
ン
グ
広
場
で
の
反
省
を
も
と

に
、
次
号
で
出
て
い
た
だ
く
人
も

前
の
人
に
決
め
て
も
ら
い
、
リ
レ

ー
方
式
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

題
材
も
ま
っ
た
く
自
由
、
年
令
制

限
な
し
、
男
女
か
ま
わ
ず
、
文
章

の
上
手
下
手
気
に
せ
ず
に
気
楽
に

読
め
る
コ
ー
ナ
ー
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
と
こ
ろ

に
順
番
が
回
っ
た
ら
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
▼
平
成
元
年
も
ゴ

ー
ル
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。
年
末
に

向
い
何
か
と
気
ぜ
わ
し
く
な
り
ま

す
が
、
健
康
と
事
故
に
だ
け
は
気

を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。
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す
ぐ
そ
こ
に
冬
の
気
配
や
温
め
酒

灘
鷹
懸
る
叢
、

、
、
華
タ
タ
睦

　
マ
タ
タ
ビ
科
の
つ
る
性
落
葉
木
。

全
国
里
山
か
ら
深
山
ま
で
、
山
林

に
生
え
る
。
茎
は
長
く
伸
び
、
樹

木
に
か
ら
ん
で
よ
じ
登
り
、
互
い

に
か
ら
み
あ
っ
て
や
ぶ
状
に
な
る
。

　
葉
は
心
臓
形
。
初
夏
、
花
の
咲

く
頃
に
葉
表
全
部
ま
た
は
一
部
が

銀
白
色
と
な
る
。
実
は
夏
か
ら
秋

に
未
熟
で
青
み
の
残
る
も
の
を
塩

漬
と
す
る
。
ま
た
は
ホ
ワ
イ
ト
リ

カ
ー
な
ど
に
漬
け
、
果
実
酒
と
す

る
。
別
名
ナ
ッ
ウ
メ
ノ
ツ
ル
ウ
メ

ネ
コ
ナ
ブ
リ
、
ネ
コ
ヅ
ル
な
ど
と

よ
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
㎜
聾
灘
灘
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‡
‡
‡
‡
‡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‡
‡
｛
‡

　
　
　
　
出
題
　
九
段
　
武
宮
正
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ァ
　

　
　
黒
先
活
．
3
手
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Z
睾

　
　
●
ヒ
ン
ト
…
左
右
同
形
中
央
に
手
。
　
　
　
　
コ
妥

　
　
3
分
で
2
級
、
1
分
以
内
で
有
段
　
　
　
　
黛
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ε
麹

　
　
者
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
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象
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